
プレスリリース・ニュースリリース配信サービスの PR TIMES

日本リユースシステム株式会社（本社：東京都港区、代表取締役：山田 正人）が運営する「古着 de ワクチン」が、
この度、特定非営利活動法人・一般社団法人ハウスキーピング協会が主催する「シンプルスタイル大賞 2020」
の「サービス・空間部門」で金賞を受賞しました。 

2020 年 11月 9日 14 時 00分日本リユースシステム株式会社

整理収納のスペシャリストも御用達のお片づけサービス
「古着deワクチン」が「シンプルスタイル大賞」で金賞を受賞 

「古着 de ワクチン」が受賞したのは、整理整頓の考え方を反映した優れたサービス・空間を表彰する「サービス・空間部門」。
13 万人以上の整理収納アドバイザーが選出した商品としてノミネートされ、整理収納アドバイザーとシンプルスタイル
大賞スペシャルサポーターによる Web 投票と実行委員の審査をもって受賞が決定しました。

2020 年 10 月 23 日 ( 金 )・24 日 ( 土 ) にオンラインにて「整理収納フェスティバル 2020」が開催され、2日目の 24 日（土）
にオンラインでの「シンプルスタイル大賞 2020」表彰式が行われました。

■シンプルスタイル大賞
この賞は、ハウスキーピング協会が提唱する「整理」の考え方が生かされ、「私たちがスマート
に生きること」をサポートしているモノやサービス、コンテンツを表彰するアワードで、
今年が 7 回目の開催となります。
「整理収納」の考え方と企業活動をつなぐモノ・サービス・空間・コンテンツと繋がること
で多角的に「整理収納」の考え方を世の中にアピールするというコンセプトで、プロダクト、
サービス・空間、コンテンツの各 3 部門で金賞・銀賞が決定されます。
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■日本リユースシステム株式会社 古着 de ワクチン担当 今野優子コメント
このような名誉ある賞をいただけて、大変光栄でございます。
シンプルスタイル大賞の表彰対象は「時間的効果、経済的効果、精神的効果」のいずれかの効果のあるモノ・サービス・空間・
コンテンツとなっており、「古着 de ワクチン」は全ての効果を果たすサービスとして、以前から整理収納のスペシャリスト、
お片づけのプロからご愛用いただいていました。
特に、簡単にお片づけができる「時間的効果」、思い入れのある衣類等を、ただ捨てるのではなく、次に誰かに着てもらえ
る「精神的効果」は大変好評いただいております。
サステナブル、エシカル、という概念が一般的にも浸透し始め、整理・お片づけをする際にも、廃棄ではなく再利用を
できる方法を選ばれる方が増えました。
この度の受賞で、より多くのスペシャリストの方に知っていただくことができましたので、ぜひ整理収納の現場で広めて
いただき、ご活用いただきたいです。
「古着 de ワクチン」を通して、サービス開始の 2010 年から今までに、お送りいただいた 2200 万着以上の衣類を、
必要とされる開発途上国等に届けることができ、271 万人分以上のワクチンを贈ることができました。
今後もより多くの衣類を、捨てるのではなく「古着 de ワクチン」でリユースしていただけるよう、一層励んでまいります。

■日本リユースシステム株式会社について
所在地：〒108-6028 東京都港区港南 2-15-1 品川インターシティ A 棟 28 階
代表者：代表取締役 山田 正人
設立：2005 年 6 月 28 日
URL：http://www.nrscorp.jp
事業内容：「三方よし」を企業理念に、リユース・リサイクル屋ではなく、「捨てさせない屋」として様々なモノやコトを
活かすビジネスを運営。
現在は約 30 の国や地域と取引を行い、古着 de ワクチンやお針子事業を筆頭に日本で不要になったモノやコト、世界で
不要になったモノやコトを、日本を問わず必要とされる方の元で活かしています。

■本件に関するお問い合わせ先
日本リユースシステム株式会社
担当者：今野 優子
TEL：03-6277-1286
E-mail：info@etsl.jp 

■古着 de ワクチン
（https://furugidevaccine.etsl.jp/） 
不要な衣類またはバッグ・靴・服飾雑貨を便利に
片づけることができ、その衣類等は主に開発途上国
で再利用され、あわせて 1 口につき 5 人分のポリオ
ワクチンを届けることで子ども達の命を救う、お部屋
も心もスッキリする、素敵なお片づけサービス

衣類を詰めた「古着 de ワクチン」( 左上）、バヌアツでのワク
チン接種の様子（右上）、開発途上国の店舗スタッフ（左下）、
専用回収キットの封入作業を行う福祉作業所（右下）


